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令和３年度石川県男女共同参画審議会（令和４年３月１４日）発言概要 

 

○開会挨拶 

（酒井県民文化スポーツ部長） 

本日は年度末の大変お忙しい中、当審議会にご出席をいただきまして、誠にありがとう

ございます。平素より本県の男女共同参画施策の推進にご理解とご協力を賜っております。

厚くお礼申し上げたいと思います。 

本格的な人口減少時代を迎えた中、社会の活力を維持していくためには、一人ひとりが

その個性に応じた多様な能力を発揮できる社会の構築が重要であり、女性の力を最大限に

発揮していくことが必要不可欠と考えております。 

こうした女性の活躍推進には、仕事と生活が両立できる環境を整備することが重要であ

り、本県では全国に先駆けて、ワークライフバランスや保育サービスの充実に取り組んで

まいりました。また、男女共同参画の具体的な取り組みを宣言した企業を認定する「いし

かわ男女共同参画推進宣言企業認定制度」というものを設けておりまして、さらにこの中

に、女性の管理職比率や育児休業の取得率などの具体的な数値目標の設定を認定要件とし

た「女性活躍加速化クラス」を設け、より実行性の高い取り組みを促すことにより、企業

における女性活躍の推進にも取り組んでいるところです。 

また、男女がトモに活躍するということを顕しました「トモ活」という本県独自の新し

いキーワードのもと、様々な場面、性別、年代を通じた幅広い層への意識の啓発にも取り

組んでいるところであります。 

昨年度、審議会の皆様に熱心にご審議いただいた、「いしかわ男女共同参画プラン２０２

１」に基づきまして、今年度は、プラン策定後の初年度ということで、様々な新しい施策

を進めているところであります。 

本日は、こうした県の取り組みについて、ご報告させていただきます。委員の皆様方に

は、忌憚のないご意見をいただきますようお願いを申し上げまして、私からの挨拶といた

します。本日はどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

○新委員の紹介等 

（大滝男女共同参画課参事） 

 お手元に委員名簿、座席表と参考資料を置かせていただいております。恐れいります、

委員名簿をご覧ください。 

本来ならば、ここで、全委員の皆様をご紹介すべきでございますが、本年度、新たに委

員に就任され、本日ご出席されている方をご紹介させていただきます。 

日本労働組合総連合会石川県連合会の小水康史委員です。 
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（大滝男女共同参画課参事） 

石川県人権擁護委員連合会の作田司委員です。 

 

（作田委員） 

よろしくお願いします。 

 

（大滝男女共同参画課参事） 

石川県農業協同組合中央会の宮崎禮子委員です。 

 

（宮崎委員） 

よろしくお願いいたします。 

 

（大滝男女共同参画課参事） 

以上の３名の方です。 

なお、石川県ＰＴＡ連合会の浦木恵委員と、石川県小中学校長会の佐南谷弥生委員も新

たに就任されましたが、本日は欠席です。 

本日は浦木委員、越野委員、佐南谷委員、能木場委員の４名が欠席され、委員２０名中

１６名の出席をいただいております。 

それでは、議題に移ります。ここからの進行は、八重澤会長にお願いいたします。 

 

○議事進行 

（八重澤会長） 

それでは、報告事項１の「令和３年度男女共同参画の推進状況」につきまして、事務局

からご説明をお願いします。 

 

○報告事項（１）令和３年度男女共同参画の推進状況について 

（加美男女共同参画課長） 

 男女共同参画課の加美でございます。着座にて説明をさせていただきます。 

私のほうから、資料１に基づきまして、男女共同参画の推進状況をご説明し、その中で、

ＤＶや性暴力の相談の状況等につきましては、女性相談支援センターの福村所長からご説

明をいたします。資料 1 の説明後、引き続き、資料２について、私のほうからご説明させ

ていただく予定でございます。よろしくお願いいたします。 

それでは、資料１の報告書に基づきましてご説明いたします。１ページをお開きくださ

い。男女共同参画社会を推進するための拠り所となる、石川県男女共同参画推進条例の概

要でございます。 

 次に２ページをお開きください。 

「いしかわ男女共同参画プラン２０２１」の概要でございます。 

冒頭に記載しておりますとおり、県では、男性も女性もすべての個人が互いに人権を尊
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重し、その個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現のため、男女共同参画

計画、プランを策定しており、現在は昨年３月に策定した「いしかわ男女共同参画プラン

２０２１」の、上から３つめの囲みに記載してあります、３つの基本目標に基づき、施策

を推進しております。 

 次に、５ページをお開きください。 

【第１部 本県の男女共同参画の推進状況】でございますが、ここでは、今ほどのプラ

ンの３つの基本目標ごとに推進状況をまとめております。 

６ページをお開きください。 

 まず、基本目標Ⅰ【あらゆる分野における女性の活躍推進】についてでございます。 

中ほどの「２ 石川県各種審議会等への女性の登用状況」でございます。県の審議会等

における女性委員の割合は、令和３年６月現在、４３.４％となっています。県では、令和

１２年度末までに女性委員の割合を５０％とする数値目標を掲げており、この達成に向け

て女性登用促進の取り組みを強化しております。 

７ページをご覧ください。 

 「３ 管理職に占める女性の割合」でございますが、本県の管理職に占める女性の割合

は、増加傾向にあるものの全国より低く、１４．７％となっております。 

次に、９ページをご覧ください。 

  「６ 女性の就業」の「（１）年齢階級別労働力率及び雇用形態別雇用者数等」でござい

ます。年齢階級別労働力率は、女性は結婚、出産、子育て期に就業を中断する女性が多く、

グラフで表しますと、３０歳台を底とする、いわゆるＭ字カーブを描いていますが、本県

の女性の状況をみると、全国に比べてＭ字のくぼみは小さくなっております。 

 １０ページをご覧ください。 

中ほどの、「（２）職場における平等感」でございます。県では「男女共同参画に関する

県民意識調査」を５年に一度実施しており、直近では、令和２年度に実施しております。

県民意識調査によりますと、「平等である」と回答した人が最も多いのは「教育や研修制度」、

最も少ないのは「昇進・昇格」となっております。 

 １１ページをご覧ください。 

「（３）女性が働き続ける上での障害」でございます。県民意識調査では、男女とも「家

事・育児・介護などにおける家庭内の相互の協力が十分でないこと」と回答した人が最も

多く、次いで「結婚や出産の際退職しなければならない慣行が今でも残っていること」が

多くなっております。 

続いて、「７ 仕事と生活の調和」の「（１）男女が共に仕事と家庭を両立していくため

に必要なこと」でございます。県民意識調査では、男女とも「育児休業・介護休業制度を

利用しやすい職場環境づくり」と回答した人が最も多く、次いで「労働時間の短縮や休暇

制度の充実」が多くなっております。 

 続いて、１２ページの上、「（２）育児休業の取得状況」ですが、本県の育児休業取得率

は、女性は９０．９％で全国平均を上回っているものの、男性は４．０％で、全国平均を

下回っています。 
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次に１３ページをご覧ください。 

基本目標Ⅱ【安全・安心な暮らしの実現】でございます。 

 まず、「１ 配偶者等からの暴力の状況」の「（１）配偶者からの被害経験の有無」でご

ざいます。１３ページ中ほどの、右側の図をご覧ください。県民意識調査では、配偶者か

ら身体的暴行、心理的攻撃、経済的圧迫、性的強要のいずれかの被害を受けたことが「あ

った」と答えた人は、令和２年度で「女性」が３５．８％、「男性」が２４．６％となって

おります。 

 続きまして、「（２）交際相手からの被害経験の有無」では、交際相手からの被害経験が

「あった」と答えた人は、令和２年度で「女性」が１５．４％、「男性」が９．２％となっ

ています。 

 次に、１４ページをお開きください。 

 下段の「２ ＤＶに関する相談及び一時保護件数の推移」でございます。県内の配偶者

暴力相談支援センターに寄せられた令和２年度の相談件数は、表の右側に記載のとおり 

１,８０３件と、若干増加傾向となっており、また、県の女性相談支援センターにおけるＤ

Ｖ被害者の一時保護件数は３５件となっております。 

 次に１５ページの下段をご覧ください。 

「３ 性暴力被害に関する状況」の「（２）性暴力被害の相談の状況」でございます。 

平成２９年１０月に開設した、いしかわ性暴力被害者支援センター「パープルサポートい

しかわ」の令和２年度の相談件数は４１４件でした。 

ここで、相談現場における状況につきまして、女性相談支援センターの福村所長からご

説明をさせていただきます。 

 

（福村女性相談支援センター所長） 

 女性相談支援センターの福村でございます。日頃から、各方面の皆様から、いろいろご

協力をいただいております。本当に感謝を申し上げたいと思います。 

 それでは、着座にてご説明をさせていただきます。 

 まず、女性相談支援センターの女性相談、ＤＶの相談についてですけれども、当所にお

ける来所による相談件数は、例年、１年間で５００件を越えるような相談で推移をしてき

ました。しかし、ここ２年ほどは６００件を越えております。令和２年度では、全ての相

談が６４１件、そのうちＤＶの相談が３９９件と６０％を越えるような状況になっており

ます。ＤＶ以外の相談については、精神的な問題とか離婚問題とか、このような問題でご

相談に来られます。ご相談においでる相談者の年齢ですけれども、３０代が３５％と一番

多く、４０代で２９％、２０代で１６％というふうに続いております。 

 そして当センターにおいては、一時保護をする機能があります。ＤＶや家族間トラブル

等で家を出たけれども居所に困っているなど、本人の安全確保や保護が必要と認められる

ものについては、同伴児童も含めて一時保護の支援を行っています。また一時保護中の女

性のうち、長期にわたって生活指導等を行う必要があると認められる場合は、本人の申請

により婦人保護施設への入所による支援を行っております。一時保護の状況ですけれども、
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過去５年を見ますと、４０人～６０人程の保護の件数がございました。令和２年度につい

ては、一時保護が５４件で、先ほど課長から報告があったように、そのうちＤＶで一時保

護したものが３５件となっております。一時保護した後ですけれど、ご本人は実家への帰

郷、あるいはご自宅に帰られる方、あるいはアパートを借りて自立して生活させる方もお

いでになりました。 

このようなＤＶ相談を受ける中で感じることですけれども、「これってＤＶですか」と相

談者自身が被害者であることがわからなくなって、当所の相談の中でＤＶと認識されたり、

ＤＶが恐くて一歩が踏み出せない、あるいは離婚に向けて行動した後の不安を感じている、

というような相談者も多いように感じております。その他、全国的な傾向でもありますが、

若年女性の支援の難しさ、高齢女性の対応の困難さ、ＤＶ加害者、被害者双方が精神的な

病気とか知的な障害を抱えているケースへの対応の困難さ、それと核家族になっている影

響もあるのでしょうが、親族との関係が希薄だったりすることで、十分に支援に繫がらな

いようなケースもあって、今後の課題であるというふうに感じているところです。 

次に、性暴力被害者支援センター「パープルサポートいしかわ」についてご説明をいた

します。２９年１０月に開設されたいしかわ性暴力被害者支援センター「パープルサポー

トいしかわ」ですけれども、令和２年度の相談件数については、これも先ほど課長の説明

にありましたように、４１４件で、前年度から２３件増えているという状況です。相談の

傾向といたしましては、身近で面識のある者からの被害が大半を占め、割合とすれば７６％

くらいということになっています。全国的な傾向でも同じような特徴が見られております。 

また、昨年度と同様、被害者の年代別では、未成年及び２０歳台の若年層が非常に多く、

半数を若年層が占めているという状況です。これらのことから性暴力の被害者にも加害者

にも傍観者にもならないようにするために、早い段階から意識啓発活動が必要であるとい

うことで、この性暴力についての知識や理解を深めるために、中学校を含め大学まで、幅

広く年齢等に応じた内容の出前講座を実施しているところです。 

若い人たちが直接センターに電話で相談したり、来所して相談することはとてもハード

ルが高いことではないかと考えておりまして、若い人たちが相談しやすいツールとして、

ＳＮＳを使った相談が有効ではないかと考えて、令和３年度の４月から、本格的にメール

相談の運用を開始したところです。 

以上で、女性相談支援センターの相談状況の説明を終わります。 

 

（加美男女共同参画課長） 

それでは資料に戻りまして、１７ページをご覧ください。 

基本目標Ⅲ【男女共同参画社会の実現に向けた意識改革と体制の充実】でございます。 

 「１ 男女の地位の平等感」につきまして、上の図表をご覧ください。「社会全体」で、

男女の地位が「平等である」と考える人は、女性が７．５％、男性が１６．８％となって

おります。 

 次に１８ページをご覧ください。 

「２ 男は仕事、女は家庭 についての考え方」でございます。図表の右端に記載して
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ある、賛成である、賛成しない、のそれぞれの計をご覧ください。下の経年比較の図表で

は、令和２年度は「賛成である」が１８．５％と、平成２７年度よりも７．１ポイントの

減少、「賛成しない」が４６．２％と、平成２７年度よりも７．８ポイントの増加となって

おります。 

それでは、２３ページをお開きください。 

【第２部 本県の男女共同参画の推進に関する施策の状況】でございます。 

 次の２４ページから２６ページにかけましては、男女共同参画プランに掲げた３つの基

本目標に基づく施策の体系図を記載しております。 

 ２７ページをご覧ください。 

３つの基本目標ごとの数値目標とその現状でございます。 

 次の２８ページから３６ページまでは、「施策体系別事業一覧」でございます。男女共同

参画プランの推進にかかる県の施策を、基本目標ごとに整理し記載しております。 

このうち、今年度の男女共同参画課の主な事業につきましては、のちほどご説明させて

いただきます。 

 ３７ページをご覧ください。 

【第３部 市町における男女共同参画の推進状況】でございます。 

 ３９ページをお開きください。 

下の表は、市町における「苦情処理体制、審議会等における女性委員の状況」について

記載しております。審議会等の女性委員の比率は右端に記載されておりますが、市町全体

では一番下に記載されているとおり ２９．６％となっており、５年前の平成２８年と比

較して１．７ポイント増加しています。 

 ４０ページをお開きください。 

上の表は、市町議会議員、管理職の在職状況でございます。管理職の女性の比率は中ほ

どに記載されておりますが、市町全体では一番下に記載されているとおり２３．１％とな

っております。５年前の平成２８年と比較して５．１ポイント増加しています。 

続きまして、下の表は「公民館長、小・中学校ＰＴＡ会長、自治会長の状況」でござい

ます。たとえば、右端に記載の「自治会長」をみますと、女性比率は一番下に記載してあ

りますとおり、３．０％という状況で、５年前の平成２８年と比較して０．８ポイント増

加しています。資料１の説明は以上でございます。 

続きまして、今年度の主な事業について、ご説明させていただきます。 

お手元の「資料２ いしかわ男女共同参画プラン２０２１に基づく主な事業」をご覧く

ださい。 

 プランの３つの基本目標ごとに取組の方向性と主な事業を記載しております。青色文字

の事業は今年度新たに取り組んだものを示しております。 

まず、左の基本目標１「あらゆる分野における女性の活躍推進」では「働く女性の活躍

推進」に向けて企業の意識改革や女性の人材育成に取り組んできました。 

 真ん中の基本目標２「安全・安心な暮らしの実現」では「女性等に対する暴力の根絶」

に取り組むこととしており、特に若年層の性暴力被害への対応の充実を図りました。 
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 右の基本目標Ⅲ「男女共同参画社会の実現に向けた意識改革と体制の充実」では「幅広

い層への意識啓発」をさらに進めるため、女性だけではなく「男女が共に活躍する」とい

う意味を込めた「トモ活」という言葉を本県独自の新しいキーワードとして、事業を一体

的に展開してまいりました。 

 ２ページをご覧ください。今年度の取組について､順にご説明いたします。 

まず、「働く女性の活躍推進」についてでございます。 

「いしかわ男女共同参画推進宣言企業 女性活躍加速化クラス」認定制度でございます。

女性活躍加速化クラスは、男女共同参画の自主的な取組を宣言した企業を認定する制度に、

ワンランク上のクラスとして平成３０年度に設けたもので、女性の採用・登用や、ワーク

ライフバランスの推進などについての具体的な数値目標の設定を認定要件とすることで、

企業における女性活躍に向けた取り組みをさらに前進させることとしております。 

その次の「企業へのアドバイザー派遣」ですが、今年度から新たに、認定企業の目標達

成の後押しとして、社会保険労務士などをアドバイザーとして派遣しております 

そのほか、認定企業数を増やすため、経営者等を対象に「企業における女性活躍推進セ

ミナー」を開催したほか、「女性活躍推進実践講座」として、人事担当者を対象とした「数

値目標設定研修」、「事例検討会」を開催しました。加えて、企業全体に女性活躍推進を波

及させるため、「女性活躍推進取組事例集」を作成しております。本日お手元に配布してお

ります。 

一番下ですが、女性の人材育成を後押しするため、今年度新たに管理職を対象とした研

修を追加し、管理職から若手女性社員までを対象とした研修を記載のとおり開催いたしま

した。 

３ページをご覧ください。「女性等に対する暴力の根絶」に関する事業です。 

まず「パープルサポートいしかわ」についてです。性暴力被害のワンストップ支援セン

ターであります｢パープルサポートいしかわ｣を平成２９年１０月に開設し、これまで被害

者支援に取り組んできたところでありますが、今年度から相談の心理的ハードルを下げる

ため、メール相談を開始しました。 

その下ですが、新たに中学生を対象に、より良い人間関係の築き方や被害にあった際の

対応、相談窓口などについての出前講座を実施するほか、「学生向け性暴力対策啓発キャン

ペーン」では、生活環境が大きく変わる４月を中心に大学生などを対象とした講座の実施

や大学構内にパープルリボンツリーの設置を行いました。 

次に、高校生等を対象とした「若年層向けＤＶ予防啓発セミナー」です。今年度は県内

高校・大学の１５校で実施しました。 

また、住民に身近な相談窓口である、市町の相談窓口職員などの相談体制を強化するた

め、事例検討などを交え幅広いスキルの向上を図る「ＤＶ相談員等対応力向上研修」のほ

か、今年度、被害者への適切な支援ができるよう「ＤＶ被害者支援等の手引き」を改定し

たところです。 

一番下の「いしかわパープルリボンキャンペーン」の実施につきましては、ＤＶや性暴

力を許さないという意識を社会全体で醸成するため、市町や各種団体と協力し、１１月に
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一斉啓発活動を実施したものです。 

４ページをお開きください。「幅広い層への意識啓発」です。 

「いしかわトモ活川柳・エピソードコンテストの実施」では、性別にとらわれず、家庭

での男女共同参画をすすめるため、川柳やエピソードを募集したところ、１，０３８作品

とたくさんの応募をいただきました。 

また、家事に関するアイデアなどを掲載し、夫婦で家事分担などを宣言するリーフレッ

トを企業で働く方々などに配布しました。 

次に「中高生向けトモ活ライフキャリア啓発冊子等の作成・配布」です。子ども達が自

分の将来を展望し、展望した将来に向けて準備をしたり情報を得ることはとても大事なこ

とと考えておりまして、今年度新たに、中高生が性別にとらわれず自分らしい生き方や働

き方、自身のキャリアを考えるため、中学生向けとして、将来起こりうる出来事を疑似体

験する双六ゲームを、高校生向けに、ライフイベントに関してデータやコラムを交えた啓

発冊子を作成しました。今月中に県内の学校へ配布することとしております。皆様のお手

元には未定稿ではありますが、中学生向けのすごろくゲームを配布しております｡Ａ３でカ

ラーで青いバックになっているものです。 

その下の「いしかわ男女共同参画推進功労者知事表彰の創設」では、新たに、多年にわ

たって男女共同参画社会づくりの推進に寄与し、顕著な功績のある団体及び個人を表彰す

る制度を設け、初回となる今年度は２団体１２個人を表彰しました。 

その下の「その他」の欄をご覧ください。「幅広い層への意識啓発」としまして、さまざ

まな啓発活動を行っております。 

また、今ほどご説明した資料やお手元の配布資料のうち、「性暴力被害相談・啓発リーフ

レット」、「Let’s Tryトモ活リーフレット」、「中高生向けトモ活ライフキャリア啓発すご

ろくや啓発冊子」、そして啓発誌「男女が共に活躍できる石川へ」につきましては、作成に

あたりましては、八重澤会長に監修いただきました。この場をお借りしてお礼申し上げま

す。 

以上をもちまして、主な事業の説明を終了いたします。引き続きこれからも、しっかり

と事業に取り組んでまいりたいと考えております。 

 

○質疑 

（八重澤会長） 

ありがとうございました。ただいまの説明につきまして、ご意見・ご質問などありまし

たら発言をお願いします。冊子の方でもよろしいですね。どなたか、気付かれたことがあ

りましたら宜しくお願い致します。 

 そうしましたら今、皆さん考えていらっしゃるから、私のほうから、教えてください。

１０ページになりますが、男女の給与格差がありますね。今まで男女の格差がずっと今ま

で上昇を続けていたんですが、格差が女性の給与格差が下がっているのはコロナと関係あ

るんですかね。 
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（加美男女共同参画課長） 

すみません。全国平均は上がっている中、石川県が下がっているという状況で、コロナ

との関係もあるかもしれませんが、正確なところはわかりません。 

 

（八重澤会長） 

 なんでですかね。折角上がっていたのに。 

 

（中村委員） 

私も八重澤会長が疑問に思われた点に関してなんですけれども、恐らくコロナの影響が

あるのかなと私は思っております。女性は非正規の職員・従業員が多いので、やはりコロ

ナで営業自体が短縮する時に、いちばん最初に切られていくのが非正規という事からする

と、そういう事が影響しているのかなと思います。その事を考えながら思ったんですけれ

ども、今女性の管理職を増やそうという事で色々工夫をしているところですけれども、賃

金格差を無くしたり女性の管理職を増やしていくためには、やはり女性の正社員を増やし

ていくということが必要なのかなと感じました。もちろんご家庭や個人個人でどういう働

き方をするかということは違ってくるので、全て正社員にするのがいいかというのは別の

話だと思うんですけれども、正社員になれない、なりたくてもなれないということがある

とすれば、そこの原因はなんなのか、そこをどう改善していったらいいのかということを、

もう少し考えていく必要があると感じました。 

すみません。ついでに、あと２点なのですが、１１ページの所に男性と女性とで色々な

障害とか両立のために必要なことの意識調査をされているんですけれども、やはり男性が

思っている事と女性が思っている事の開きがかなりあるので、このあたりどうして違いが

あるのかとか、やはり理解し合うという所からスタートすることがあると思いますので、

そういった部分の啓発、なぜ差が出てくるのかそういったあたりも少し考えていく必要が

あるのかなと感じました。以上が、感想です。 

 あと一つはご質問ですが、令和３年度からメールでの相談事業を支援センターで始めら

れたという事なのですが、実施状況としてどんな様子なのか教えていただければと思いま

す。 

 

（八重澤会長） 

 メールで相談を実施されているというところで、いかがでしょう。 

 

（福村女性相談支援センター所長） 

令和３年度から本格実施という事で、まだきちんと統計の整理が出来ていない所もあり

ますけれども件数とすれば２０件を超えるメール相談がありましたし、そこから実際の面

接相談に繋がっていったというようなところもあります。やはり性暴力被害については、

少しでもアンテナを高く発見し、対応をしてあげることも大切だと思いますので、１件で

も２件でも繋がっていくことは必要な事だという風に感じております。 
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（浅野委員） 

今、八重沢先生と中村先生のお話の中でやはり基本的に解決されていないものが何年も

ずっと羅列してある物は全く解決されていないなと思ったんです。当社は３００人近い社

員がおりますけれど女性がそのうち６５％、女性の管理職が３３％おります。だけど３３％

の女性が管理職をやって頂けるのは何かというと家庭の問題なんですね。というのは親と

一緒に同居しているとか自分のキャリアをもっと生かしたいとか。多くのパートさん、非

正規できられるという話がよくでます。違うんですよね。結局その人たちは働きたくても、

保育所にまだ入れていない。石川県は保育所は１００％と報道されていますけれども、わ

が社の社員は順番待ちでなかなか入れない。１年半待ってましたよ。やっと今年、優秀な

パートさんが再就職で入っていただいたけれど、やはり子どもが早く帰ってくるから正社

員にはなれない。当社は正社員になるように全部教育していますけど、やっぱり家庭の問

題が根本的な原因でその基礎のところをきちっと石川県でやらないと、いつまでたっても

こんな状態では解決しない。非正規から切られる話ばっかりが何年ここで話しているのか

しら、まだ相変わらずこの話かなってちょっと久しぶりに出てきてさみしい思いをいたし

ました。ある程度、子どもの事は、その基本的なことを解決してあげたらいいと思います。 

前も一回言ったことがあると思いますが、立地のいい駅前周辺に保育所を県で建てて、

親が迎えに来るまでそこで預かってやってあげたりとかね。そういう基本的ことを解決し

てあげれば、親も子どもも安心して生活できる。 

国でやっている扶養家族手当、私どもの女性社員の半分は上にチャレンジしない上がり

たくないというのは扶養家族手当がまだあるからです。やっぱりそれがあるから主人が上

がるなというとか、条件がいろいろなんですよね。その条件を満たしてやれば、私は、女

性管理職はすごく増えてくると思います。 

資料を見たら人材育成プログラムを見ると、キャリアデザイン研修のところで中堅女性

の受講生が２８名もいらっしゃるんですね。ということはやはり、自分のロールモデルを

目指すという意識の高い女性たちがちゃんといらっしゃるんだなって、キャリアビジョン

を描く、こんなことを思えば、やはり皆、上に上がりたいんですよ。自分の意識を上げた

いって思っていらっしゃるけれども、何か条件でやれないということですので、そろそろ

私は基本をきちっと話し合うべきじゃないかなと。 

それともう１つ、ＤＶとかの相談をＳＮＳを通じてやりましょうという話が出ていまし

たけれど、このＳＮＳを本当に簡単に利用して、その子たちの秘密を守っていけるのかと

いう点その対策をしっかりしないと気になるなとそんな風に思います。このＳＮＳを使う

というのはそんなに簡単ではないと思いますがいかがですかね。 

 

（八重澤会長） 

 今、いくつかの根本的な問題が出されたのですが、一番答えやすいところから、ＳＮＳ

の守秘義務の問題だとか、それの取扱で何か工夫をしていらっしゃるとか、そのことにつ

いてまず教えていただければ。それでよろしいですか。 
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（福村女性相談支援センター所長） 

はい、現在対応しているのが、本当にメールの相談というところだけなんです。そのメ

ールについては、入ってくるところは 1 本しかありませんので、そこできちんと管理をさ

れているというところです。外部に情報が漏れないような形で、メール相談を受けさせて

いただいているというところになります。 

 

（八重澤会長） 

 よろしいですか。ではちょっとだけ心配なことで、メール相談で、真偽の程、つまりメ

ール自体が文章力を必要としますから、かなりカウンセラー、受け取る方が、対面よりは

少ない情報の中での難しさがあるかなと思うんですね。例えば対面ですと、もう少し様々

な情報を私たちは得て、これは嘘を言っているとか、これはこうだとかあると思うんです

が、恐らく中村委員も浅野委員も同じような心配、ただし、さっきおっしゃったことは、

メールでまず半歩くらい出て、その後で必要なものは呼ぶとおっしゃいましたよね。だか

ら二段階でなんとかされているのかなという風には思ったのですが、もう少しなにか付け

加えることがあればお願いします。 

 

（福村女性相談支援センター所長） 

 まさに、やり方とすれば、今先生が言われたようなやり方になります。まず、なんとか

直接会ってお話しできるような状況を作りたいというのが、私たちの思いなので。ただ、

なかなか性暴力の被害ということになると、相談しにくい部分を、少しでもハードルを下

げて、きっかけ作りから入って、最終的には直接お会いして、この相談者には何が必要な

のか、今どういう対応、支援に入ってあげたらいいのか等を考えるようにはしています。 

 

（早川委員） 

暴力がどれくらいの程度なのか、それが法に触れるのか、守ってあげる時には弁護士さ

んや医師など、いろんなプロが警察に入る必要があると思います。そういうシステムは石

川県にできあがっているのでしょうか。例えばＳＮＳでアプローチができました。次の段

階にいったらいろんなプロが関わらないと、事件は解決しない。もちろん事件の重さにも

よるのでしょうが。そういうシステムができていたら、プロ集団が解決に向けて、他の方々

を指示できます。そのようなセンターがあって、プロもボランティアとも関わって、保護

する場所の確保などの図式になっている。そんなシステムがあれば、守秘義務を守りなが

ら解決していく手立て、それぞれの分野のプロ集団がどうしても必要だと思います。そう

いうシステムがありますか。 

 

（八重澤会長） 

どなたでもいいんですが、相談の流れ図ですね。それに専門家が入ってくるような流れ

図。ここには提示されてないと思いますけど、そのことについて、もしよろしかったら教

えてください。 
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（福村女性相談支援センター所長） 

はい、まず、そういう意味でも、この性暴力被害者支援センターというのは、女性相談

支援センターの中に、機能を付設しているということになります。ですので、専門の福祉

職が対応しますし、心理カウンセラーもおります。 

それと、関係機関との連携については、現在、産婦人科医会と警察と金沢弁護士会と協

定を結んでおります。その辺はお話を聞きながら、いろんな機関の支援が受けられる、あ

とはご本人の気持ちにもよりますけれども、そういうような体制は出来ています。 

それと、一旦やっぱり生活の場所から離れてということであれば、女性相談支援センタ

ーの中にそういうような機能もありますので、そういう機能も使って、ご本人に一番適切

な対応が出来るように工夫をしているところです。 

 

（久保委員） 

先ほどのＳＮＳという話で、今、「パープルサポートいしかわ」にアクセスしましたら、

ＨＰから直接メッセージを送るようになっています。そこでちょっと気になったのが、相

談のためには、メールアドレスの入力が必須になっていることです。今、メールアドレス

を使わない人は増えているのではないかと思います。政府も後押ししているし、自分もそ

うしているから気づいたのですが、携帯料金を安く提供している業者と契約すると、これ

まで携帯電話会社が提供していたいわゆる「キャリアメール」がなくなります。他のサー

ビスでアドレスを作る必要がありますけど、メールを普段使わないという人は学生など若

い人には多いのではないかと思います。また、高齢の方も同様かもしれません。アドレス

を変わらず使っているとしても、長いアドレスを設定している場合などは、入力に手間が

かかってしまうこともあるので避けたいと思うかもしれない。ほんの少しの煩わしさでも、

困っている人たちが相談することを妨げたり、先延ばしにさせてしまうという可能性も考

えられます。 

県としては、ＳＮＳの積極的活用を目指しているのだと思いますが、それは相談をしや

すくするという目的に大変適っていると思いますので、是非推進してほしいと思います。

このような業務においては、プライバシーの問題が、どのように取り扱われるかはとても

大切ですが、「メールアドレスが必要」とするよりは、県が対応可能なＳＮＳのＩＤ活用な

どをさらに考慮していただけると、相談窓口の利用しやすさが向上するかもしれません。

「パープルサポートいしかわ」ＨＰには、相談の際に電話番号を入れる欄があります。そ

れだけでも相談者には連絡ができますが、音声ではなく短い文章でのやりとりの方が、よ

り目的に適うことも十分考えられます。プライバシーの保護と相談内容の真偽性の問題、

それらと石川県が広げてきた相談しやすさに向けてのこれまでの努力は、すべてきちんと

並立できると思います。どうかそのような視点も考慮していただけますよう、よろしくお

願いいたします。 

 

（八重澤会長） 

どうぞ参考にされてください。テクニックの問題にもなってきます。 
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（中村委員） 

先ほど早川委員から性暴力についての係わりのシステムの質問があったんですが、ＤＶ

関係で私が関わっている印象から言いますと、石川県の女性相談支援センターに行きさえ

すれば、その先は相談員が付き添って、警察にも行くし、裁判所の保護命令のお手伝いも

してくれるし、代理人の弁護士のところにも来てくれると。そういうイメージを私は持っ

ているので、何とか支援センターにたどり着く。そういうところさえやっていただければ、

ＤＶ関連についてはかなりできているんじゃないかなと思っています。 

 

（八重澤会長） 

ありがとうございます。早川委員のことで、さきほどのご心配、たぶんここには提示さ

れていないんですけど、今改訂中の手引きがあるんですね。もし必要でしたら、もうほと

んどできているんだけど、性暴力からどういうふうに対策をするかという流れが全部書か

れているのが、今ありますので、もし早くもらいたければ、取り扱い注意でちょっとだけ

見せていただくことは可能だと思います。 

 

（浅野委員） 

私が一番気になっているのが性暴力を受けた若い子なんですよね。例えば中学生で性暴

力にあって妊娠したとか。本当にこういう子が県に電話してくるかしら。私がある団体で

久藤さんとこの娘さんにも入っていただいているんですが、日本女性財団っていってフェ

ムシップドクターばかり、全国に集めて活動しています。この間も事件がありましたね。

中学生で子供を妊娠したけど誰にも相談できず、そのまま出産し放置したら殺人者と呼ば

れる。一番かわいそうなのはその中学生です。妊娠させられた、ＤＶを受けたという相談

をしても、帰ったらまたやられてＤＶを受けていつまでも解決できないのは、性暴力なん

ですよ。全てね。そういう人たちが助けを求める場合、石川県で女性のドクターを指定し

て、そこに相談すれば安心です。普段は産婦人科の先生の仕事ちゃんとしていますよ。そ

れは私たちの財団から、お金を出して寄付して一生懸命先生方の面倒見てるんですけど、

本当に大変です、企業から寄付金を募ることが。それでそこへ電話をかけてくるんですよ。

妊娠したって、どうしたらいいでしょうって。相談者のための窓口を１５名で全国にいく

つも設けています。その窓口に電話で相談をすれば子どもを堕してからの生活の面倒もア

ドバイスできる。相手が先生だから皆さん安心して色々な相談ができるんですよね。皆さ

んが取り組んでいる県のことは決して悪いことではないけれど、私がもし子どもの時に、

そういう目にあったら、じゃどこへ言おうかしら。絶対、県には相談しにいかないと思う

んです。ですが窓口がお医者さんとか弁護士さんだと安心なんですよね。だからそういう

人たちをきちんとした形で指定して石川県がより早く全国に先駆けてこういう取り組みを

したこと、石川県の素早い対応もいいと思います。 

それから女性管理職のクオータ制を経団連の役員時、私が提言しました。県も行政も含

めてやはりクオータ制導入は必要ですね。女性管理職を増やしていくためです。そしてそ

の人たちが社会に出ていただいて子どもを産んでいただく。そうするとこういう問題って
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どんどん解決していていくと思うんです。この辺のところを解決していけばいいかなと。

ぜひフェムシップドクターみたいに何人かの弁護士さんや女医さんを指定してそれを行政

で面倒を見ていただきたいと思います。気楽に電話を掛けるところを指定できたら、支援

センターより心配なく掛けられるのではないかなと思います。 

 

（八重澤会長） 

切実に若い人に対する溢れる思いや、県に対しての女性のリーダーに対しての思いを聞

かせていただきました。多分ここにはまだ出てこないんですが、若い人をバックアップし

て、性暴力被害の支援につなげるようなシステム作りは、今検討していると思っておりま

す。それと男女共同参画の進捗状況についてですが、浅野委員から、最初非常に根本的な

ご意見をいただきました。これは石川県の問題と言うよりは、日本全国、全体の問題なん

で。それに対して恐らくは、コロナウイルスに、今３６０度突っ込んでいる状況なんです

よね。ですから、何かそうしたことで、あの担当部局の方で何かご意見ございますでしょ

うか。 

 

（加美男女共同参画課長） 

はい、女性の管理職の割合を増やすというお話もありまして、令和２年度に実施した県

民意識調査の中で、女性が管理職に昇進することについてという調査がありまして、その

中では７５％が賛成だと、肯定的な意見がありました。一方で女性リーダーを増やす障害

というところで、今委員のお話がありましたように、家庭内の相互の理解や協力が十分で

ないということであることとか、長時間労働であるとか、あと例えば管理職になるとこう

いう危惧があるとか、いろんなことがあって、なかなか進んでいないという風な、意識調

査の中ではそういう答えにはなっていました。我々としましては、先ほどからもお話がい

くつか出ていた、企業における加速化クラスという制度をつくりまして、例えば女性管理

職だけではないのですが、採用とか、ポジティブアクションに加えて、ワークライフバラ

ンスということで、いわゆる長時間労働、休暇の取得、それから男女が働きやすい職場づ

くりということで、職場の風土を変えていこうとか、環境整備をしようとか、そういった

実効性のある、いわゆる数値目標を、企業の方に数値目標を上げていただいて、それに向

かって実行していただくというような、そういった取組、企業の方の自主的な取り組みに

はなりますけれども、そういったことをやっております。そういった企業をどんどん増や

していくことで、社会全体で、そういった機運が高まっていくということで、今現在、６

１０くらいの企業が県内で取り組んでいただいているとそういう状況でございます。 

それともう一つ、性暴力のお話も少しありましたので、その中で若い世代の性暴力の話

なのですけども、確かに１０代２０代という若い世代の性暴力が多いと、所長のお話にも

ありましたけれども、そういった状況があって、そういった若い世代の方が、要は、相談

窓口にどうやってつなぐかという、周知啓発の話にはなりますけれども、若い世代の方が

つなげるように、例えばＤＶでは興味をもっていただけるような漫画形式の啓発冊子を作

成しまして、県内の高校生に配布しておりますし、若年層向けのＤＶ予防セミナーという
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のも各学校で実施をしております。性暴力に関連しましても、小中学高校生にリーフレッ

ト、今日お配りした中にもありますが、こういった小中高校生向けのリーフレットを配布

をしておりますし、さらに保護者に対しましても、同じようなリーフレットを配布して、

もしそういった被害があれば、ここに相談窓口を書いてありますし、もう一つショッピン

グモールとか、いろんなところにも小さいカード式の、こういったカード式の小さい携帯

できるような、こういったものも配布をしております。そういったいろんな相談窓口をい

ろんな手法で配布しながら、もしそういったことがあれば、すぐに相談してほしいという

ことを、多くの手段を使って啓発をしているというところでございます。 

 

（高橋委員） 

女性相談支援センターの相談のことに集中して、皆様もそれだけご関心が高いのかと思

います。数を見ましても、相談件数も増え、一時保護件数も増えということで、体制にい

ろいろ困難がありながらもご努力によって、案件が掘り出されてきているということはあ

るのかと思いますので、そうするとやはり、現場で働いてらっしゃる福祉士の方、心理カ

ウンセラーの方、職員の方いらっしゃると思うんですけれども、やはり体制をもっと、も

っともっと拡充をしていくということが、やっぱり是非必要かと思います。是非こういっ

たデータを持って、人員の拡充、それぞれ働いてらっしゃる方をもっと手厚くするという

ことの要望を、この男女共同参画の部局からも是非、出していただきたいと思うのがひと

つ。 

それから、あの申し訳ありません、やはりこの件に関連するのですが、今若年の方たち

のことについてのいろんなご懸念、ご心配がありましたが、去年、久保委員も言及された

と思うんですが、男性からの相談はどのようでしょうか。身体的な暴力を直接受けるとい

う形とはちょっと違いますけれども、言葉によるものであるとか、それからお子さんが面

前でそういった場面を経験してしまうとか。やはり、今までずっと、このＤＶの関係のア

ンケートをやりますと、女性の方が経験者というのは多いのですけれども、男性も一定数

ありました。そこの部分、どういう風に対応するのかというのは、実はなかなか難しいこ

とであろうかと思いますし、女性への対応とはまた違った形の対応などはあるのかどうか。

ご本人だけではなくって、家族全体のサポートが必要な状況もあるかと思います。例えば

この相談件数の中で、男性からの相談というものが、もしわかれば教えていただきたいの

と、家族ぐるみ、子供も含めて、というようなサポートを受けたい場合の体制が、もしあ

れば教えていただきたいし、今後、可能でしたら考えていただきたい。おそらくやっぱり

コロナの状況で、女性も男性も家庭の中に長時間いるということのマイナスの側面が出て

きているのかなと。先ほど、労働のところで女性の賃金が下がったっていうことと、非正

規が多いということとの関連性あったと思うんですが、検証するにはまた専門的な分析が

必要ですが、こういったＤＶ、家族の中の暴力にかかわる相談にももしかしたら、そうい

った背景があるとするならば、やっぱりコロナの間に特別に手厚いケアも必要かなと思い

ますので、そのあたりも、もしお考えなどあれば聞かせていただければと思います。すい

ません、ちょっと長くなりました。 
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（福村女性相談支援センター所長） 

はい、ＤＶに関しまして、男性からの相談というのはやはり一定数ございます。男性の

方が相談においでた時には、女性の相談員を対応させるのか、男性の相談員を対応させる

のかっていうところも、また相談内容等をお聞きしながら判断をさせていただいています。

それと、子どもも巻き込んでというところですけれども、これについては、私、児童相談

所長も兼務をしています。児童虐待の部分も心理的な虐待、面前ＤＶによる心理的虐待と

いう件数が非常に多くなってきています。千葉の野田市の事件、東京目黒の事件等も背景

にＤＶが隠れていた、そこから児童虐待で非常に重篤な死亡事例に至ったというような状

況もございます。 

こういうような事案を踏まえまして児童相談所と女性相談支援センター、配偶者暴力相

談支援センターとの連携というものを強化すべきだということで、これは国の方もそうい

う視点で通知を出してきています。我々も特に、女性相談支援センターでＤＶの話を聞い

たときに、子供への影響がありそうなときには、児童相談所に虐待通告をさせていただい

ています。それをもって今度は児童相談所が対応にあたるというようなこともございます

ので、その辺の連携強化というところが非常に大切な部分ではないかなという風に感じて

います。 

 

（高橋委員） 

やっぱり、そういった複雑なケースも増えるかと思いますので、先ほどと繰り返しにな

りますが、児相と女性センター、両方の手厚い人員の体制のアップをぜひ強力に推し進め

ていただければと思います。ありがとうございます。 

 

（八重澤会長） 

 ほかにどうでしょう。あと、浅野委員がおっしゃったことの中には、県では限界がある

ものがいくつかございまして、例えば国全体の仕組みを変えてしまわないとどうしようも

ないものもありますので、県は県でやれるところまではやられると思いますので、扶養の

問題だとか、それはまた財務省の問題であったり、夫婦別性の問題であったり、いろいろ

ありますんでね。その中でも、若手が活躍しているのが石川県だということですね。 

 他にはどうでしょうか。 

 

（谷田委員） 

 すみません。公募委員の谷田と申します。今日はありがとうございます。浅野委員の先

ほどの質問とかぶるかもしれませんけれども、私の方でちょっとご提言をさせていただき

たいんですけれども、今ほど委員長がおっしゃられました、国の方、あるいは県の方の施

策がなかなか私も市町の男女共同参画推進委員というものをやっておりますけれども、な

かなか伝わってこないというのが実感なんですね。で、推進員をやっておりまして、じゃ

あ一般の方々に、もっとこの男女共同参画というものをどうして広めたらいいんだろうか、

そういうことも常々みんなで考えるんですけど、なかなかいい方法がない。数字もなかな
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か上がって来ないといった時に、じゃあ県はどうなんだろうと思って、今日いただいた資

料の中にもありますけれども、全く毎年同じような数字が上がってきている。これについ

てどのような解決策があるのかなというところが、すごく疑問なんです。先ほど委員長が

おっしゃられましたけれども、今いいプログラムを作られているとおっしゃられていたん

で、それがどのような効果が見えてくるのかなといったことも心配なんですけれども。本

当に具体的に何か、もっと下の市町に下りるような、具体的な案を教えていただきたいな

と思っております。よろしくお願いいたします。 

 

（八重澤会長） 

 大きな難しい問題かもしれません。ちょっとこちらで指定させていただきますと、菅村

委員、今目が合ったので、菅村委員はずっと推進委員をされていますよね。そして私が見

た限りでは、大学に来て授業を担当してくださったりとか、すごく男女共同参画意識を定

着させるような工夫をされていたように思うんですが、その中で今突然指名したので、思

いつくものを１つ、意見はございませんですかね。 

 

（菅村委員） 

 私思うんですけど、いい妙案があったらもう解決しているんじゃないかと思います。わ

ざわざジェンダー平等を言わなくても、そういう意識、ここにある小学校からいろんな冊

子、夢風船とか、しながらやっぱり、そういう意識をされている子どもがずっと育ってき

ていると思うんですけども、ただやっぱりなかなか、社会に出て、いざとなると。ここの、

このパンフレット（Let’s Try トモ活）の中にある、これがちょっと見やすかったので、

「家庭生活における意識は変わってきています。あなたはどう思いますか？」というこの

質問のところに、年々「どちらともいえない」、これが増えてきているのはいったいどうい

うことなのかなと、最近すごく思うんです。やっぱり考え方が、ひょっとして前の考えよ

りも変わってきているのではないかなと思います。どちらでもないというその原因はなん

だろうって私は知りたいと思うんです。 

 

（八重澤会長） 

 なるほど。つまり、どっちも正しいんじゃないかと思うということ。 

 

（菅村委員） 

 そうそう。すごく宙ぶらりんでしょう。だからそこをやっぱり、ちゃんと突き詰めてい

かないと、なかなか解決できないんじゃないかなと思います。これがどんどん増えている

ので、すごく気になっているんです。平等意識も半分くらいに上がってきているけれども、

ここはどうなんだろう。これからの若い人も含めて、考えていかなきゃいけないかなと思

っています。はい。 
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（八重澤会長） 

 わかりました。ちょっと話が関連していますから、よろしいですか。 

 

（谷田委員） 

 はい。 

 

（八重澤会長） 

 事務方のほうで、なにか、こうした問題について、こういう取組はどうだったんだろう

かとかの意見、あるいは委員の方で、おそらくこうなんじゃないかしらとか思われる委員

の方いらっしゃいますか。 

 

（早川委員） 

 今の質問というかコメントに、つながっているかどうかわかりませんが、たまたま、今

委員会に来るまでに聞こえていた番組が、「女性のことを男性はあまり科学的にわかってい

ない」との話題だったんです。これから制作するテレビドラマで、「ここに女性の生理用品

をセットしよう」ということで、アシスタントの男性が「おまえ買ってこい」と言われ、

見たことも買ったこともなく、よくわからないまま勧められて、袋一杯買ってきて、さて、

自分は性教育というものを生まれてこの方、しっかりと理解していないまま大人になって

しまったと気がつきます。女性の生理の悩みやふるまいをどう見るか。生理が来たとか話

題になって、なんだろうと思っていると、「お腹が痛い」とか、何にもわかっていないと言

うことが今わかったっという放送だっんです。日本人は世界の目から見ると、本当に恥ず

かしがり屋さん。なんで、こういう話をすると、なかなか恥ずかしいので、避けられたり、

後でねとか。結局は科学的に理解しないまま大人になって、結婚してというようなことも、

まだまだあります。なぜ恥ずかしがるのかわからないんですけれど、こういう文化を抜き

にしては語れないんじゃないかなって思いました。性教育はすごく大事で、じゃあどうす

るのって、振られた先生方は、きっとお困りになると思いますけれども。きっと外国の事

例もあるでしょうから、いろいろお聞きになったり、見たりして、サイエンスで理解して

ほしいと希望しています。 

 

（八重澤会長） 

 はい、ありがとうございます。まだまだ、これまでやってきたものをこれからどんどん

発展させたり、未知の領域に踏み込んだりする余地はたくさんあって、やりがいがありま

すね、この審議会は。もうそろそろ時間になるでしょうか。本当にいつもいつも、ここは

たくさんの意見をいただいて、私はただ交通整理をさせていただくのですが、今日初めて

来てくださった方に、感想でもいいですし、もしよろしければ一言いただいてよろしいで

すか。ありがとうございます。では作田委員。 
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（作田委員） 

 人権擁護委員という立場からいいますと、私たちは法務省の管轄で行っていますけれど

も、正直言ったら全くパターンが一緒ですね、やり方が。こういうリーフレットを小学校、

中学、高校へ配っています。私たちも、人権擁護委員として、出前講座もやっています。

あとは問題が起きたら、相談所とか弁護士会とか、いろんなところを勧めています。要は

水先案内人という立場で行っています。そうなってくると私は思うんですけど、法務省の

管轄ですけど、こちらは内閣府ですかね。その辺が今やっぱり縦割り。もうちょっと横の

つながりで対処すべきだと思うんですが。県も市町の方も、もうちょっと縦横のつながり

をもっとやれば、もっといい知恵が出るんじゃないかと思っています。私も経営者でもあ

りますけれども、男女格差というのは、これはなんとかしないといけない。これはやっぱ

り、家庭の問題です。まず男性はもっともっと、育児とか家事とか積極的にやるような、

社会的に意識改革をしないといけない。ＰＲがまだまだ足りない日本社会は。これをもっ

と、マスコミを通じてもっとやるべきだと思います。でないとなかなか、この表だけでど

うのこうの言っていても、正直進歩がないです。ほんとに思うんですよね。そのためには

マスコミ等を含めてやっていただく。それと、子どもの時から男女共同参画の意識付けは

すべきです、小学校の段階から。そうすればもっともっと変わって行くと思います。です

から横のつながりでやっていきましょう。 

 

（八重澤会長） 

 よろしくお願いします。では、髙田委員。 

 

（髙田委員） 

 男女共同参画、うちの病院ではもうこの言葉はやめました。時代遅れだということで、

もっと男女ともが仕事を楽しくするというところが非常に大事になってきました。医療の

現場では、既に男女共同参画はほぼ確立されてきています。女性も３分の１になっていま

すし、管理職等もほぼ男女平等の形です。だいたい試験をすると女性の方がたくさん昇進

するという形で。金沢大学でも、僕が所属していた保健学科だけが、唯一女性が多いとい

う職場でしたし。僕が一番最近感じているのは、いかに若い人たちにモチベーションを上

げさせるかというのが今一番大事なことで、そこで男女共同参画というのができてくるん

じゃないかなと思うんですね。病院なんかでは逆に、看護師さんなんかは男性看護師をど

う活躍させるか、逆の問題ですね、が起こってきています。それから、児童虐待の問題と、

これからおそらく高齢者虐待というのがすごく大変な問題で、もう高齢者をどこに隠すか

とか、そういうことが起こって、親の面倒を見られない子どもたちがたくさん出てきてい

る。病院の印象としては、児童虐待よりも高齢者虐待の方が深刻といいますか、数が多い

ですね。年金も全部取り上げて、ゴミ箱の中に暮らすという、そこの問題もこれから大事

になってくるんじゃないかなと思うんで、多分どんどん職業環境が変わってくる中で、モ

チベーションが変わってきて、男女共同参画が出来るんで、なかなか形だけ与えてもうま

くいかないんではないかなと思っています。 
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（八重澤会長） 

 どうもありがとうございました。まだまだご発言されたい方がいっぱいいらっしゃると

思うんですが、そろそろタイムリミットがありまして、他にないようでしたら、他にある

んです、ありながら我慢をさせているんですけれども、一応はここで本日。 

 

（中村委員） 

 ひとつだけよろしいですか。 

 

（八重澤会長） 

 いいですよ、どうぞ。 

 

（中村委員） 

 先ほどから、家庭の問題が言われていて、それは当然そうだと思うんですけれども、小

規模な企業の中で育休を取ってもらうことに非常に代替の職員を用意することが難しいと

いう問題で、やってあげたいけど出来ないという、大きい企業であれば別だと思うんです

けれども、そういう視点もぜひ忘れずにしていただければなと思います。 

 

（八重澤会長） 

 一応これで、本日予定していた内容がすべて終了したといましましょう。各委員の多大

なご協力に感謝申し上げます。進行を司会の方に、事務局に戻させていただきます。 

 

（酒井県民文化スポーツ部長） 

 本当に幅広い観点からご意見をいただきまして、ありがとうございました。私も普段気

付かない点に、今日はご意見とか、気付かされたことが多々ありました。男女共同参画課

で、この審議会を管理させていただいておりますけれども、まさに今ほどお話があったよ

うに、例えば企業における賃金の話、今ほどあった小規模なところの育休の話、また、私

は石川県は待機者がゼロだと思っていましたけれども、やっぱり現実的に、委員からあり

ましたように、なかなか入所が難しいようなケースもあるということも起きている。なか

なか我々の部局だけでなくて、商工行政であったり福祉関係であったり、また特に若い頃

からの教育、それから幅広い啓発、県の中でもいろんな部局と連携していかないといけな

い課題だと思います。一向に解決できていないというご指摘もございましたけれども、今

ほどのようなご意見をいただきながら、少しでも前に進んでいけるように、よりよい形に

していきたいと思います。本日はありがとうございました。 

 

（大滝男女共同参画課参事） 

 以上をもちまして、令和３年度石川県男女共同参画審議会を終了させていただきます。 


